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燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業
/共通課題解決型基盤技術開発/電気化学的特性測定技術の研究開発

○○

①-1新規開発材料の特性評価・解析：山梨県

技術研究組合ＦＣ－Ｃｕｂｉｃ

研究実施場所

山梨県米倉山（2023年4月以降）
・研究項目：新規開発材料の特性評価・解析
・研究項目： シミュレーションバリデーション
・研究項目：燃料電池材料特性評価プロトコル、
評価セルの開発と共通化

山梨分室（甲府）
・研究項目： シミュレーションバリデーション
・研究項目：燃料電池材料特性評価プロトコル、
評価セルの開発と共通化

山梨県

研究実施場所
産業技術センター（甲府）
・研究項目：新規開発材料の特性評価・解析

・PF内グループと連携し（下記の三つのWP ）、新材料創出および性
能・耐久シミュレーションの有効化により産業界の燃料電池性能・耐久
性向上に資する材料創生につなげる。

①

②

③

② シミュレーションバリデーション（FC-Cubic）

① 新規開発材料の特性評価・解析（山梨県、FC-Cubic）
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材料研究機関の開発材料の技術課題を明確にし、MIへのデータ提
供を行い、データ駆動による材料設計を進める。

PEFC性能・劣化シミュレーターの有効性の検証し、モデル
駆動の材料設計による材料創生をすすめる。
また大型商用車で必須となる長期にわたる性能低下との定
量的な紐づけができていなかった劣化現象も検討する

③燃料電池材料特性評価プロトコル、評価セルの開
発と共通化 (FC-Cubic）

①-2 新規・検討プロトコルによる特性評価・解析：FC-Cubic

② シミュレーションバリデーション：FC-Cubic
・ニーズが拡大している大型商用車（HDV）向け
FCシステムで必要な長期の耐久性能、高耐久材
料の開発や加速耐久試験（AST)法の開発を加え、
これまでの評価体系の整備を進める

ＮＥＤＯ

高温MEA評価

材料評価状況 23機関236材料仕様（2022/7～2025/3）

新規開発電極触媒の高温
MEA評価

・高温評価における課題の検討、
手法改良
・開発材料の高温評価

多孔体流路セル

・多孔体流路による評
価手法を確立
・開発材料の発電評価

①-3 エージング過程における直流および交流を用いた
        精密電気化学計測：FC-Cubic

・エージング条件、被毒物質の設定（w/産業界）
・エージング過程の過電圧変化を詳細解析（手法確立）

③ 燃料電池材料特性評価プロトコル、
評価セルの開発と共通化： FC-Cubic

MEA性能シミュレーション 電解質膜劣化シミュレーション

・モデル改良の方
向と必要な検証
実験データを提示。
・モデル改良により
予測精度向上。

NEDO革新FC MEA
MEA仕様

発電特性

プロジェクトの成果技術を組み合わせたMEA

⇒MEAとしての到達点を実証

過電圧因子の解析
（Ca触媒層） 特性向上要因の割り付け

✓ 触媒粒子の微細化とアイオノマー被毒抑
制による触媒活性向上

✓ HOPIアイオノマーと触媒層構造による触
媒層のプロトン抵抗低減

PF標準MEAに比べ100mV(@3A/cm2)向上

2030HDV目標には若干未達

・革新FCプロジェクトにお
ける到達点と課題を提示

エージング条件

被毒物質による被毒挙動

エージング過程（安息香酸添加）

25機関177材料（主に触媒、MEAとして900以上）

・標準的な発電評価だけでなく、発電性能の加圧・湿度依存、触媒インク組成の
影響、負荷応答耐久・長期OCV耐久試験を材料開発者の要望に応じて実施、
課題や開発の方向性を提示して材料開発を支援した。

PF発電条件での触媒性能横並び評価（0.1 mgPt/cm2換算）
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・過酸化水素曝露試験を実施
・劣化膜分析法の確立
・化学劣化モデルシミュレーションにより
劣化挙動を定性的に再現

実測

計算

BPP評価

腐食耐久後の接触抵抗値

耐久後目標値
＜3mΩ cm2
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BPP種類

アノード腐食 カソード腐食

温度

試験液

雰囲気 Arガス 空気

電位 0V vs RHE 1.1V vs RHE

印加時間

pH3

Cl-10ppm,F-3ppm

80℃

72hr

薄層GDL評価

・BPP表面処理技術の
接触抵抗、耐食性を横
並び評価

従来のマニュアル
の改定実施

MEA評価・耐久：８項目
GDL：５項目

電解質膜：２項目 BPP：４項目

新規追加したプロトコル
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